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講師：福井大学教育地域科学部 教授 三好 修一郎（みよし しゅういちろう）  

 
 
講師：富山大学人文学部 教授  金子 幸代（かねこ さちよ） 

尾崎神社 

金沢駅 近江町市場 
● ● ● 

むさし 

● ● ● 
下堤町 

● ● ● 
上堤町 

北國銀行 
本店 

● ● ● 
博労町 

● ● ● 
めいてつ エムザ 

金沢市西町教育研修館 金沢大学 
サテライト･プラザ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      ● 日時  平成 21 年 ９ 月 １２ 日（土） １４：００～16：３０ 

  

       
  
    
     

 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 

沢田研二の「ＴＯＫＩＯ」ふうに紹介しますと、「空を飛ぶ 首が飛ぶ 笑う女の 

首が飛ぶ」という物騒な事件が越前国であったと江戸時代の本に出てくるのです。 

北陸道中のどこかだというのです。それは一体どこなのだろう。なぜそんなことに 

なったのだろう。どうして本に載ったのだろう。それらの謎を解き明かしたいと思っ 

ています。 

小寺(尾島）菊子（富山市旅籠町生まれ 明治１２･８･７～昭和３１・１１・２６）は、 

少女小説、随筆、小説、評論などを雑誌や新聞に執筆し、明治・大正・昭和に 

わたり活躍した女性の職業作家として草分け的存在です。同郷の三島霜川 

（高岡市出身）の紹介により徳田秋声に師事し、小説に本格的に取り組むよう 

になり、田村俊子、岡田八千代と並び「大正の三閨秀」と称されました。本年は、 

小寺菊子生誕 130年にあたり、小寺菊子の文学と師の徳田秋声の『あらくれ』 

の映画を鑑賞しながら考察を深めていきます。 

● 会場  金沢大学サテライト･プラザ 


